
後発品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養について 

 

2024 年 10 月 1日から、法改正により一部の医薬品において患者さんの自己負担金

額が増える可能性があります。 

◇対象になるケース 

後発医薬品（ジェネリック医薬品）があるお薬で、 

患者さん自身が先発医薬品の処方を希望される場合は、現在自己負担がない人で

も、特別な料金が発生致します。 

◇対象外のケース 

・入院患者さん 

・生活保護受給者（患者さんの希望で先発医薬品を処方、調剤ができません） 

・処方医が先発医薬品を医療上必要であると判断した場合 

・後発医薬品（ジェネリック医薬品）の提供が困難な場合 
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